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ものである。先行研究では、確認要求表現の「ね j がポライトネス I~I~J には中立だと指摘さ
れている(宇佐美 (1997) ) 












「だろう J iねJ iじゃなしづ瓦」などが挙げられる。
従来の研究では、 「だろう J~こは「知識確認の要求( 1) J i命題確認の要求
( 2) Jの用法があるのに対して、 「ねj には「命題確認の要求 j の用法しかないこ
とが指摘されている。また、 (2 )における「だろう j と「ね」のニュアンス的相
は、 「ねj の方がかなり強い見込みが合意されるという点にあり、したがって f念押
しj 的になる場合(3) もあると指摘されている(三宅 (1996) )。
( 1) iそんな急に j
「念、ではありませんよ。前々から言ってた(でしょう/*ね) J 





しかし、 ( 3) の「念押しJ的な感じは「ねJだけによるものではなく、 「もう一
度、おききしますけれど」や「全然」などによる効果だと忠われる。そこで、本稿で





確認要求形式の体系を記述したものとしては、金水 (1992) 、蓮沼 (1995) 、三宅
(1996) 、宮崎 (2002) などが挙げられる 。 これらの研究の多くに共通しているのが、
情報(知識)との関連性であり、主に「情報の一致j 、 「情報領j或j 、 「情報の妥 当
性Jなどの観点から考察が行われている。 1頃にみていくことにする。
金水 (1992) では、 「ねj は話し手と聞き手の知識がマッチしていることの確認の












しかし(5) の r7え、お客さ ん、奈良ですねJを (6) の「え、お客さんは、奈良で
すよねJのように変えると自然になるため、 「ねj の倒jきによるものではないように
忠われる 。すると、 ( 4) のような状況で、なぜ「だろう J は不 自然になるのか、が
問題になってくる。
蓮沼(1995) は、 「だろう j には「 共通認識の喚起(7) J r認識形成の要請




(7) 同級生に加藤さ んっていた(だろ う/よね)。 背の高い男の J 0 
(8) だから言った(でしょ/*よね) 。あの人には気をつけなさいって。
(9) 私の料理の腕前上がった(でしょ /??よね)
しかし、次の(10)も (9) と同楳なタイプの 「だろう Jである が、 ( 10) の「見て
もらおうと思って j と書いてあることから分かるように、話し手が直接に知り得ない




を求める表現一般を指すものとし、仁田 (1987) で川疑似疑問」などと 1手ばれるもの
にほぼ等しいと している。具体的には「だろう J rねJ rではないか」を取り上げ、
確認要求的表現を、大きく r1確認要求J r弱い椛認要求J r同意要求j という 3つの
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タイプに下位類化 し、こ の内の 「確認要求Jを、さら に「命題確認の要求J と「知識
確認の要求」の 2つのタイプに下位類化している。 Iだろ うj と「ね」に共通する用
法は、 「命題確認の要求Jだけである。三宅 (1996) では、 (2) (11) (12) にお
ける 「 ね J の 「 命題確認の要求」の j司法は、ニュアンス I~I<J な違いを無視すれば、ほぼ
「だろう Jにi置き換えられるとしている。
( 1 ) I今日 、まだカンチと一言 も仁i利いていな いね?J Iうん.•• J 
( 12) rあなたは、誰に責任があ るか ということを、知りたいのですね ?J 
「それは当然、妻がああいうことになったわけですから」
「その責任ならわたしにあります。 わたしが悪かったのですj
続いて、 「だろう j と fねj のニュアンス的な相違は、 「ねJの方がかなり強い見込
みが含意されるという点にあり、したがって、 (3) (13) (14) の ように 「念押
し」的 になる場合 もある と主張して いる。
( ] 3) r河西さん。あなたが安田さんと会ったのは、待合室でしたね?J 
「そうですJ
( 14) rおじいちゃんの体は本当にだいじようぶなんだね?J 
「はしい・元気でいらっしゃいます.•• J 
しかし 、 「だろう j より「ね」の方がかなり強い見込みが合意されており、 「念押
しJ的だと指摘しているが、 「強い見込みj というのは、 ( 3) の 「全然ないわけ j
や(14) の「木当にJなどによる効果だと忠われる。 r念押し JI杓な感じも(3) の
[もう一度、おききしますけれどJによる効果だと考えられる。
宮崎 (2002) では 、確認要求用法の「ねJ を fだろう」と比較して、次のような
( 15) の「ね」は 「だろ う」に置き 換え可能だとして いる。




(16) U-l本君、 行く(でしょ/ね) ? 
( 17)土曜日の晩なの、音楽会、行ってもいい(でしょう/ね)。
続いて、 (18) (19)のように「だろう j と「ね」は、正反対の振る舞いを見せる場
合もある(ただし(19) は、同意要求)とし、 「ね j のこのような振る舞し 1は、
Iねj が話し手の認識を提示する形式であることを示唆すると述べている。
(18)私、元気そう(でしょう 1*ですね)
( 19) あなた 、元気そう(*で しょう/ですね) (同意要求)







張は、 ( 19) の|同意要求」から導き出したものであり、確認要求用法における両者
の使い分けについては、 「ニュア ンスはやや異なる j とし か述べておらず、まだ不充
分であるように思われる 。
3. rね」とポライトネス
終息h詞「ねj は、省 1各すると 文意が異なってしまう必須的な ものと 、省略しで も文
意に大きな違いが生じない任意的なものの、 2 つに大きく類別できる(tl~3 尾
(1990) )。前者には 「確認、要求 (20) Jと「同意要求(21 ) Jの用法が含まれる 。
そしてこれらの「ねJには、 「聞き手の知識に対する 考慮j とい う機能があるという





他方、 宇佐美 (1997)は、先行研究が終助詞のコミュニケー ション機能を意味機能
から直接導き出そうとしていることを批判し、談話全体のなかで総体的に捉える必要
があるとして、 「ね」を例に「諾用論的ポライトネスという観点」から 5分類を行な






2 r注意喚起J 話し手中 心用法。 自分の発話を強調したり、相手の注意を喚起
するものであり、聞き手が同じ情報を持っているか否かという
判断も必要な い。多用すると、相手や時と 場合に よっては、 矢
ネしになってしまう危険性がある。













( 26) iえ一、にゆ、入籍はですね、 2 ぐらいに分けーたいとゅうふうに忠つ
ておりますJ
5分類のうち、本稿と関連するのは「発話内容碓認J用法の(25) だけである。


























( 1995) にも、 「あの(一) Jを用いることにより、発話形式に気を配っているとい
う態度を表出し、結果として発話のぞんざいさ・さしでがましさなどを減殺できると
いうことが指摘されている。(例 (29) i#J 印は、相対的に無礼な発話と解釈で



























確認要求の「だろう Jを見ると、 (32) (33) (34)は「あのJと共に出現してい
るが、 「あの」を取り除くと、唐突で失礼な発言になってしまったり、 (35) (36) 
のように「失礼だわJ I失礼なことを言う」と書いてあったりすることから、このよ
うな「だろう j は、ポライトネス的には「インポライト(1・udeness) Jになると思わ
れる。
( 32) iあの、妊娠してるでしょう J (ドラマ:女刑事)
( 33) Iあの、金曜日には帰って来るんでしょう j (ドラマ:ホタノレノヒカリ)
( 34) I坊ちゃん、私にね、そっと内緒でおっしゃいな、小親さんが、あの、坊
ちゃんに何かいったでせう。 J I言はない。 J (照葉)
(坊ちゃん、私にね、そっと内緒でおっしゃいな、小殺さんが、あの、坊
ゃんに何か言ったでしょう。言わない。)
( 35) iあなた、今、笑ったでしょう J
「そうかなj
-16 




次は、夫婦 1宣1草したり (37) 、親子 1宣1草したり (38) している場合であるが、それ
ぞれ 「不快そうに言い捨てたJ I声 を荒 らげたJ と書いて あることから 、 「だろう J










「同じよ。 言っ ちゃ惑いけ ど、あなたたち夫婦は何のプランも ないの に、その
ことに気付かないし、人のせいにしている。親にあまえているわJ (魂)
(39) (40)は、両方とも「普通体Jスタイルとなっている中に、 「でしょう j が用
いられていることが分かる。こうした例については、普通体と丁寧体の「混在 ・混
用j と捉えられ、その 「スタイルシフト j によって感情が表示される効果があると説
明され る(メイナ ドー、 (1991) ) 0 (39) (40) も、 一見やさしい発言のよ うに見え









「酔払って スワッピングだっ てできたのにね」 と永沢さんが言っ た。
「変なこ と言わないでよ」
「変じゃないよ。ワタナベは君のこと好きなんだから」




以上のこと から、 その確認す る話題の内容や状況によ っては、 「ねJは「ネガティ
ブ・ポライトネス(配慮) Jに、 「だろう j は「インポライトネス (rudeness) Jに
なり、その意味で対立的な発話態度をとっていると言える。
5.まとめ
従来の研究では、 「確認要求j の「ね」は「ポライトネス J 1杓には中 立 (neutral)
で、 「同意要求 j の「ね」は典型的なポジティブ・ポライトネス(positive 
po 1 i teness) だという指摘(宇佐美 (1997) )があった。
しかし本研究では、 「あのJのような前置きの有無と円滑なコミュニケー ションを
維持するためのストラテジーとしての Iポライトネス j とのかかわりから検討した結





インポライト (rudeness) の効果が「だろう Jにあると考えられる。
さらに言えば、 「だろう j は「インポライト (rudeness) Jになったり、 「ね」は
「ネガティブ・ポライト (negativepoliteness) になったりする場合もあり、その点で









(肩ごし) 1I佐川恵 (2004) 『肩ごしの恋人』集英社文庫
ドラマ:女刑事/ホタルノヒカリ
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